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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気光学パネルと、
　当該電気光学パネルの側面に対向する側壁と、背面に対向する底部と、を有し、当該電
気光学パネルを背面側から保持する保持部材と、
　前記保持部材の側壁に対向する側壁と、前記電気光学パネルの前面に配置される底部と
、を有し、前記電気光学パネルの前面側から前記保持部材に係合するカバー部材と、を備
え、
　前記保持部材の側壁は、前記カバー部材の側壁に対向する面に前記カバー部材の側に突
出した係合爪と、前記カバー部材の底面に対向する端面の前記係合爪が形成された位置に
対応する領域を切り欠いて形成された凹部と、を有し、
　前記カバー部材の底部は、前記保持部材の凹部の側に弾性変形可能に形成され、前記カ
バー部材の側壁は、前記係合爪に係合可能な係合孔を有し、
　前記カバー部材の底面が前記保持部材の凹部の側に弾性変形されると、前記係合孔の位
置が移動して対向する前記係合爪を当該係合孔の内部に侵入させ、前記弾性変形が解除さ
れると、前記係合孔の位置が元に戻り当該係合爪と当該係合孔とが係合されるとともに、
少なくとも前記保持部材の凹部が形成されない側壁の端面が前記カバー部材の底面に当接
される、
　電気光学装置。
【請求項２】
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　前記保持部材の凹部と前記カバー部材の底面との間に、充填部材を配置した請求項１に
記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記請求項１または２に記載の電気光学装置を備えている電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示器を備えた電気光学装置及び電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＰＤＡ（Ｐersonal  Ｄigital　Ａssistant）、パームトップ・コンピュータ等
の小型情報電子機器、車載用の電子機器（例えばカーナビゲーション装置）等の普及に伴
い、液晶表示器（ＬＣＤ：Ｌiquid  Ｃrystal　Ｄisplay）を備えた電気光学装置が広く
採用されている（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１の電気光学装置（特許文献１では液晶表示装置）は、液晶表示器の下面及び
側周面を囲みながら液晶表示器を収容している四角枠形状の下枠部材と、液晶表示器の上
部周縁に当接する四角形状の上枠部材とを備えている。また、下枠部材の側板の一部には
、外方に向けて突出する嵌合爪が形成されており、上枠部材の側板には、嵌合爪に対応す
る位置に嵌合孔が形成されている。そして、上枠部材を液晶表示器の上部周縁に当接しな
がら、上枠部材の側板の内周面を下枠部材の側板の外周面に摺動していき、下枠部材の嵌
合爪が上枠部材の嵌合孔内で係合することで、下枠部材と上枠部材との間に液晶表示器が
挟持されるようになっている。
【特許文献１】特開平１０－３９２８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、特許文献１の電気光学装置は、図８に示すように、下枠部材１の側板２に形
成した係合爪３の先端部と、上枠部材４の側板５に形成した係合孔６の内面とが係合して
いるときには、下枠部材１の側板２の上端２ａと上枠部材４の当接板７の内面７ａとの間
に、枠全周に渡ってクリアランスが設けられており、外部から電気光学装置に振動が伝達
されると、下枠部材１及び上枠部材４が図８の上下方向に相対移動してガタつきが発生し
てしまう場合がある。
【０００４】
　特に、特許文献１の電気光学装置を備えたカーナビゲーション装置を車室内のインスト
ルメントパネルに搭載すると、エンジン等の振動源が発生する振動が装置内部の電気光学
装置に伝達され、電気光学装置のガタつきにより車室内で異音が発生するおそれがある。
　本発明は、上記従来例の未解決の課題に着目してなされたものであり、外部から振動が
伝達しても電気光学パネルを保持している保持部材とカバー部材の相対移動を防止してガ
タつきを防止することができる電気光学装置及び電子機器を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る電気光学装置は、電気光学パネルと、当該電
気光学パネルの側面に対向する側壁と、背面に対向する底部と、を有し、当該電気光学パ
ネルを背面側から保持する保持部材と、保持部材の側壁に対向する側壁と、電気光学パネ
ルの前面に配置される底部と、を有し、電気光学パネルの前面側から保持部材に係合する
カバー部材と、を備え、保持部材の側壁は、カバー部材の側壁に対向する面にカバー部材
の側に突出した係合爪と、カバー部材の底面に対向する端面の係合爪が形成された位置に
対応する領域を切り欠いて形成された凹部と、を有し、カバー部材の底部は、保持部材の
凹部の側に弾性変形可能に形成され、カバー部材の側壁は、係合爪に係合可能な係合孔を
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有し、カバー部材の底面が保持部材の凹部の側に弾性変形されると、係合孔の位置が移動
して対向する係合爪を当該係合孔の内部に侵入させ、弾性変形が解除されると、係合孔の
位置が元に戻り当該係合爪と当該係合孔とが係合されるとともに、少なくとも保持部材の
凹部が形成されない側壁の端面がカバー部材の底面に当接される。
【０００７】
　このような構成とすることで、電気光学装置の外部から振動が伝達されても、保持部材
とカバー部材とが係合した際に、カバー部材の底面に対向する保持部材の凹部が形成され
ない側壁の端面がカバー部材の底面に当接しているので、保持部材及びカバー部材のガタ
つきを防止することができる。
【０００８】
　さらに電気光学装置の組み立てを容易に行うことができる。
【０００９】
　また、カバー部材の底面が、凹部側に弾性変形可能であることで、カバー部材に形成さ
れている係合孔を、保持部材の側壁から突出した係合爪に容易に係合しやすくなる。
　さらに、この発明の電気光学装置は、凹部と底面との間に充填部材を配置することが好
ましい。このような構成とすることで、電気光学装置内の防塵効果を高めることができる
。
                                                                              
【００１０】
　さらに、本発明の電子機器は、上記構成の電気光学装置を備えていることが好ましい。
このような構成とすることで、外部振動が入力してもガタつきが防止されるので、例えば
自動車に搭載する電子機器に好適なものを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態（以下、実施形態という。）を、図面を参照
しながら詳細に説明する。
（第１実施形態：タッチパネル一体型液晶モジュール）
　図１は本発明に係る第１実施形態のタッチパネル一体型液晶モジュールを示す展開斜視
図、図２はタッチパネル一体型液晶モジュールの外観を示す斜視図、図３は図２のＡ－Ａ
線矢視図、図４は図２のＢ－Ｂ線矢視図、図５はタッチパネル一体型液晶モジュールの係
合部の構造を示す図である。
【００１２】
　図１に示すように、本実施形態のタッチパネル一体型液晶モジュール１０は、バックラ
イトユニット１１を収容している下枠部材１２と、液晶表示器１３と、液晶表示器１３の
前面に層状に一体化される上偏光板１４と、液晶表示器１３の背面に層状に一体化される
下偏光板１５と、液晶表示器１３の前面に一体化された上偏光板１４の周縁に当接し、下
枠部材１２と係合することで、バックライトユニット１１上に配置した上偏光板１４、液
晶表示器１３及び下偏光板１５を挟持する上枠部材１６と、上枠部材１６上に層状に配置
されるタッチパネル１７とを備えている。
【００１３】
　バックライトユニット１１、液晶表示器１３及びタッチパネル１７の構造について、簡
単に説明する。
　バックライトユニット１１は、板状の導光板と、シート状の反射板と、光源とを備えて
いる。反射板は導光板を平面的に覆う大きさに形成されており、光源はＬＥＤ（発光ダイ
オード）等の発光素子を備えたものである。このバックライトユニット１１は、光源から
射出された光を導光板の側端面から内部に導き、反射板等の作用により液晶表示器１３側
へ射出することで、液晶表示器１３の照明装置として機能するようになっている。
【００１４】
　液晶表示器１３は、液晶層を挟んで対向する前面側基板と背面側基板とを、それら２枚
の基板の周縁部間に枠状に設けたシール材によって接着一体化したものである。前面側基
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板は、透明基板である基板本体の液晶層側の面に、透明導電材料からなる前面側電極や配
向膜等を有する液晶配向制御層を形成した構成としている。背面側基板も、透明基板であ
る基板本体の液晶層側の面に、透明導電材料からなる背面側電極や配向膜（不図示）等を
有する液晶配向制御層を形成した構成としている。また、前面側基板及び背面側基板の一
方には、他方の外周側に張り出した張出部が設けられており、この張出部には配線パター
ンが形成されている。また、前面側基板の前面側電極及び背面側基板の背面側電極は、張
出部に形成した配線パターンに電気的接続されている。そして、張出部に形成した配線パ
ターンに、液晶表示器１３を電気的に駆動する電子部品として直方体形状の液晶駆動用Ｉ
Ｃが実装されている。
【００１５】
　そして、前面に層状に上偏光板１４を配置し、背面に層状に下偏光板１５を配置した液
晶表示器１３は、図３に示すように、四角枠状に配置した両面テープ１８を介してバック
ライトユニット１１上に配置されている。
　さらに、タッチパネル１７は、所定のギャップを有して対向する前面側基板と背面側基
板とを、それら基板の周縁部間に環状に設けたシール材によって接着一体化したものであ
る。このタッチパネル１７の前面側基板は、透明基板である基板本体の内面（背面側基板
側の面）に、透明導電材料からなる一様な平面形状の面状電極が配置されている。タッチ
パネル１７の背面側基板は、透明基板である基板本体の内面（前面側基板側の面）に、透
明導電材料からなる一様な平面形状の面状電極及び緩衝材が配置されている。そして、背
面側基板及び前面側基板の一方には、他方の外周側に張り出した張出部が設けられている
。この張出部に端子部が形成されており、この端子部に、前面側基板の面状電極及び背面
側基板の面状電極が電気的接続されている。また、端子部は、フレキシブル基板を介して
外部の入力制御回路と電気的接続されている。そして、タッチパネル１７の前面側基板の
上面を入力器具や手指等で押圧すると、前面側基板の面状電極と、背面側基板の面状電極
とが接触し、面状電極の電圧値が入力制御回路によって測定されるようになっている。
　このタッチパネル１７は、図３に示すように、後述する上枠部材１６の上枠当接板１６
ａの上部に両面テープ１９を介して固定されている。
【００１６】
　次に、下枠部材１２及び上枠部材１６の構造について、図１、図３及び図４を参照して
説明する。
　下枠部材１２は合成樹脂材により形成されており、バックライトユニット１１の下面周
縁部が当接する下枠当接板１２ａと、この下枠当接板１２ａから直角に立ち上がる下枠側
板１２ｂとからなる四角形状の枠材である。
【００１７】
　この下枠部材１２の各辺における下枠側板１２ｂの外周面には、長手方向に所定間隔を
あけて外方に突出する複数の係合爪１２ｃが形成されている。これら係合爪１２ｃは、下
方に向かうに従い突出量が増大するように形成されている。
　また、各係合爪１２ｃに対して上部位置の下枠側板１２ｂの上端には、上端面１２ｄを
切り欠くことで所定深さの凹部１２ｅが形成されており、これら凹部１２ｅを形成してい
ない下枠側板１２ｂの上端面１２ｄは、同一高さに設定されている。
【００１８】
　また、上枠部材１６は、薄肉の金属板を折曲することにより形成されており、両面テー
プ１９を介してタッチパネル１７が配置される上枠当接板１６ａと、この上枠当接板１６
ａから直角に下がって下枠部材１２の下枠側板１２ｂの外周面に当接する上枠側板１６ｂ
とからなる四角形状の枠材である。また、上枠部材１６の上枠側板１６ｂの図３、４の上
下寸法は、下枠部材１２の下枠側板１２ｂの立上がり高さよりも短尺な寸法に設定されて
いる。
【００１９】
　また、上枠部材１６の各辺には、下枠部材１２の下枠側板１２ｂに形成した係合爪１２
ｃと対応する位置に係合孔１６ｃが形成されている。
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　そして、上枠部材１６の係合孔１６ｃを形成していない位置では、図３に示すように、
上枠当接板１６ａの内面に下枠部材１２の下枠側板１２ｂの上端面１２ｄが当接している
。また、上枠部材１６の係合孔１６ｃを形成している位置では、図４に示すように、上枠
当接板１６ａの内面と下枠部材１２の凹部１２ｅとの間に隙間が存在し、下枠部材１２の
係合爪１２ｃが係合孔１６ｃの下側の孔面に引っ掛かることで、下枠部材１２とでバック
ライトユニット１１上に配置した上偏光板１４、液晶表示器１３及び下偏光板１５を挟持
する。
【００２０】
　なお、本発明の電気光学装置がタッチパネル一体型液晶モジュール１０に対応し、本発
明の電気光学パネルが液晶表示器１３に対応し、本発明の保持部材が下枠部材１２に対応
し、本発明のカバー部材が上枠部材１６に対応し、本発明の保持部材の側壁が下枠側板１
２ｂに対応し、本発明のカバー部材の底面が上枠当接板１６ａに対応し、本発明のカバー
部材の側壁が上枠側板１６ｂに対応している。
【００２１】
　ここで、下枠部材１２の係合爪１２ｃを上枠部材１６の係合孔１６ｃに引っ掛ける動作
は、図５に示すように、下枠部材１２の凹部１２ｅに対面している上枠部材１６の上枠当
接板１６ａを凹部１２ｅの底面に向けて下方に弾性変形させる（図５の破線で示す形状）
。凹部１２ｅに対面している上枠部材１６の上枠当接板１６ａが下方に弾性変形すると、
係合孔１６ｃも下方に移動して係合爪１２ｃを孔内部に進入させる。そして、凹部１２ｅ
に対面している上枠当接板１６ａの下方への弾性変形を解除することで、係合孔１６ｃの
下側の孔面に係合爪１２ｃが引っ掛かる。
【００２２】
　したがって、上記構成のタッチパネル一体型液晶モジュール１０によると、バックライ
トユニット１１上に配置した上偏光板１４、液晶表示器１３及び下偏光板１５を挟持して
いる下枠部材１２及び上枠部材１６は、係合爪１２ｃ及び係合孔１６ｃを形成していない
略全域の上枠当接板１６ａの内面と下枠側板１２ｂの上端面１２ｄとが当接しており、外
部から振動が伝達されても、上枠当接板１６ａの内面及び下枠側板１２ｂの上端面１２ｄ
の当接により下枠部材１２及び上枠部材１６が例えば図２の上下方向に相対移動しないの
で、下枠部材１２及び上枠部材１６のガタつきを防止することができる。
【００２３】
　また、下枠部材１２の係合爪１２ｃを上枠部材１６の係合孔１６ｃに係合する動作は、
下枠部材１２の凹部１２ｅに対面している上枠部材１６の上枠当接板１６ａを凹部１２ｅ
の底面に向けて下方に弾性変形させ、係合孔１６ｃを下方に移動して係合爪１２ｃを孔内
部に進入させてから上枠当接板１６ａの下方への弾性変形を解除するだけで係合動作が完
了するので、下枠部材１２及び上枠部材１６によるバックライトユニット１１、上偏光板
１４、液晶表示器１３及び下偏光板１５の組付け作業の能率化を図ることができる。
【００２４】
　本実施形態では、下枠部材１２に係合爪１２ｃ、上枠部材１６に係合孔１６ｃを形成す
る構成としたが、下枠部材１２に係合孔、上枠部材１６に係合爪を形成する構成であって
もよい。
【００２５】
（第２実施形態：タッチパネル一体型液晶モジュール）
　次に、図６に示すものは、本発明に係る第２実施形態のタッチパネル一体型液晶モジュ
ール１０の要部を示す図である。なお、図１から図５で示した構成と同一構成部分には、
同一符号を付してその説明を省略する。
【００２６】
　本実施形態は、下枠部材１２の下枠側板１２ｂに形成した凹部１２ｅと上枠当接板１６
ａの内面との間に存在している隙間を、合成樹脂等の弾性部材２０で埋め込んでいる。
　ここで、本発明の充填部材が弾性部材２０に対応している。
　このように、下枠部材１２の凹部１２ｅと上枠当接板１６ａの内面との間に弾性部材２
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０を埋め込んで隙間を無くした構造とすることで、振動に対する下枠部材１２及び上枠部
材１６のガタつき防止をさらに高めることができる。
【００２７】
　また、弾性部材２０を埋め込むことで下枠部材１２及び上枠部材１６が係合する部位の
外部と連通する隙間が無くなるので、タッチパネル一体型液晶モジュール１０内部への防
塵効果を高めることができる。
【００２８】
（第３実施形態：カーナビゲーション装置）
　次に、図７は、車室内のインストルメントパネルに搭載されている本発明に係るカーナ
ビゲーション装置２１を示す概略斜視図である。
【００２９】
　本実施形態のカーナビゲーション装置２１は、前述した第１実施形態、或いは第２実施
形態のタッチパネル一体型液晶モジュール１０（前面側にタッチパネル１７）が内蔵され
ているとともに、装置上部にデータ入力用のＣＤ或いはＤＶＤ用スロット２２、装置の一
方の側面側に各種操作用のスイッチ２３、ダイアル２４が設けられている。
　ここで、本発明の電子機器がカーナビゲーション装置２１に対応している。
【００３０】
　本実施形態のカーナビゲーション装置２１によると、この装置を構成するタッチパネル
一体型液晶モジュール１０が、外部からの振動に対して下枠部材１２及び上枠部材１６の
ガタつきが防止されているので、エンジン等の振動源が発生する振動がカーナビゲーショ
ン装置２１に伝達されても異音が発生するおそれがない。
　なお、本発明の電子機器は、車載用のカーナビゲーション装置２１に限らず、種々の電
子機器に搭載することができる。例えば、ＰＤＡ（Ｐersonal  Ｄigital　Ａssistant）
、パームトップ・コンピュータ等の小型情報電子機器、携帯電話、電子ブック、パーソナ
ルコンピュータ、ディジタルスチルカメラ、液晶テレビ、ビューファインダ型あるいはモ
ニタ直視型のビデオテープレコーダ、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワ
ークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、印刷装置等に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る第１実施形態の電気光学装置を示す展開斜視図である。
【図２】第１実施形態の電気光学装置の外観を示す斜視図である。
【図３】図２のＡ－Ａ線矢視図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図５】第１実施形態の電気光学装置の係合部の構造を示す図である。
【図６】本発明に係る第２実施形態の電気光学装置の要部を示す断面図である。
【図７】本発明に係る電子機器の外観を示す斜視図である。
【図８】従来の電気光学装置の構造を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１０…タッチパネル一体型液晶モジュール、１１…バックライトユニット、１２…下枠
部材、１２ａ…下枠当接板、１２ｂ…下枠側板、１２ｃ…係合爪、１２ｄ…下枠側板の上
端面、１２ｅ…下枠側板の上端面に形成した凹部、１３…液晶表示器、１４…上偏光板、
１５…下偏光板、１６…上枠部材、１６ａ…上枠当接板、１６ｂ…上枠側板、１６ｃ…係
合孔、１７…タッチパネル、１８，１９…両面テープ、２０…弾性部材、２１…カーナビ
ゲーション装置
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